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生活科・総合教育だより 

生活科・総合的な学習の時間のさらなる充実を 

全国小学校生活科・総合的な学習教育研究協議会 
会 長 清水 仁 

（東京都新宿区立落合第三小学校・幼稚園校園長） 

 令和 6 年７月 5 日、新宿区立落合第三小学校に於い

て、全国小学校生活科・総合的な学習教育研究協議会第 1
回全国理事会が開催されました。5年ぶりの対面による開催

には、３５名の理事及び代理、事務局、４名の顧問の先生方、

そして、文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官 

齋藤 博伸先生がご参加くださいました。 

お陰様で議事は、全てご承認いただくことができました。

これに伴い、今年度も引き続き、新宿区立落合第三小学校・

幼稚園校園長の清水 仁が本研究協議会の会長となりまし

た。今年度も、全国の生活科・総合的な学習教育研究協議会

の活動を充実・発展するために尽力いたします。ご支援、ご

協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 さて、令和５年度第２回全国理事会で話題となった

全国大会課題別分科会の発表分担ですが、次年度の全

国大会開催地が、第１回全国理事会で提案し、都合がつ

かない場合は、同じブロック内で調整していただく。そ

して、第２回全国理事会で確認をするという手順で行

ってまいります。今年度は、令和７年度開催地の広島県

から、ご提案をいただきました。ご協力をお願いいたし

ます。 

 また、令和１５年第４２回香川大会以降の全国大会

開催地について、京都府、大阪府、高知県の 3県から開

催希望がございました。3県で協議した結果、令和１６

年第４３回大会が京都府、令和１７年第４４回大会が

高知県、令和１８年第４５回大会が大阪府となりまし

た。 

  

 記念講演では、文部科学省初等中等教育局教育課程課

教科調査官 齋藤 博伸先生より、「生活科・総合的な学習

の時間 自覚的な学び×自律学習を行う自信」というタイ

トルでご講演をいただきました。当日の資料は、齋藤先生

のご厚意で全国の理事宛に事務局から配信をいたしまし

たので、ご活用ください。 

 ご講演の中で、私が一番興味を持ったのは、『ＰＩＳＡ２

０２２の結果』中、タイトルに示された「自律学習を行う

自信」でした。「今後、あなたの学校が再び休校した場合、

以下のことを行う自信はどれほどありますか。」について、

ＯＥＣＤラーニングコンパス２０３０で示された見通し、

行動、振り返りに相当する５つの質問に対し、「とても自信

がある」「自信がある」と答えた生徒の割合は、いずれも４

０％未満でした。この質問について指標値は、ＯＥＣＤ加

盟国３７か国中、３４位だったということです。 

令和２年度、コロナ禍で学校が休校となった時には、前

学年の復習プリントを配布するドリル学習しかできませ

んでした。忸怩たる思いの中、脳裏に浮かんだのは、子ど

もたちが前年度取り組んだ生活科・総合的な学習の時間で

身に付けた資質。能力を活用し、興味をもったことをとこ

とん探究していく姿でした。実際には、当時、この思いは、

叶いませんでしたが、現在は、生活科・総合的な学習の時

間で身に付けた資質・能力と一人一台タブレット端末等を

活用することで可能だと考えています。 

生活科で自立し生活を豊かにしていくための資質・能力

を身に付け、さらに、総合的な学習の時間でよりよく課題

を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を

身に付けていくことにより、これからの社会を担っていく

子どもたちが自信をもって生きていくことができるよう、

生活科・総合的な学習の時間のよき実践を積み上げ、全国

に広めていきましょう。 



岩手大会について 
 岩手県出身の童話作家、宮沢賢治は、岩手県をモチーフとした理想郷を「イーハトーヴ」と名付けました。イ
ーハトーヴは、大谷翔平のように、夢を大きく志を高くもち、探究を続ける人材を数多く輩出してきました。 
 11月 7日（金）8日（金）は、岩手県盛岡市から、探究人の育成につながる生活科・総合の授業の在り方を発
信します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

盛岡におでってくなんしぇ！ 



第６４号               生活科・総合教育だより            令和６年７月 29 日 

 

令和６年度 

全国小学校生活科・総合的な学習 

教育研究協議会役員名簿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜顧 問＞ 増田 和彦（元全小生研会長） 

 會田  満（元全小生研会長） 

 松村 昌俊（元全小生研会長） 

 万代る里子（元全小生研会長） 

 舩田 信昭（元全小生・総研会長） 

 

 

 

 

 

 

 寺崎 千秋（元全小生・総研会長） 

 和田 信行（元全小生・総研会長） 

 浅田  学（元全小生・総研会長） 

 井出 政廣（元全小生・総研会長） 

 清水 一豊（元全小生・総研会長） 

 茂木 三枝（元全小生・総研会長） 

 相川 哲也（元全小生・総研会長） 

 齊藤  純（元全小生・総研会長） 

  

   

 

 
 
 
 

水谷 光一（元全小生・総研会長） 

齋藤  等（元全小生・総研会長） 

宮崎倉太郎（前全小生・総研会長） 

 

 

 

 

 

＜会 長＞ 清水 仁（東京・新宿区立落合第三小） 

＜副会長＞  
北海道ブロック 加藤秀樹（北海道・札幌市立南月寒小）

    東 北ブロック 君塚裕子（岩手・盛岡市立河北小） 
関 東ブロック 竹森 努（埼玉・松伏町立松伏小） 
東 京ブロック 景山与賜也（東京・葛飾区立北野小） 
東海・北陸ブロック 未   定 
名古屋ブロック 河合清二（愛知・名古屋市立太子小） 

近畿・大阪ブロック 

 

梶本久子（和歌山・和歌山市立楠見小） 

中 国ブロック 井出真奈美（山口・周南市立夜市小） 
四 国ブロック 榎本久美（徳島・阿波市立南井上小） 
九 州ブロック 志賀貴代美（大分・別府市立亀川小） 
 
 

 
＜事務局＞ 
事務局長 八木 慎一 （青梅市立第三小） 

TEL 0428-31-7266 FAX 0428-32-7024 
庶務  荒井 雄一 （八王子市立清水小） 

TEL 042-625-0795 FAX 042-627-9531 
広報   小髙 和子 （葛飾区立宝木塚小） 

TEL 03-3693-4788 FAX 03-5698-1737 
会 計 中村 敬子 （江東区立第七砂町小）

 TEL 03-3644-0543 FAX 03-5690-4024 
会計監査 野尻 史子 （北区教育総合相談センター） 

TEL 03-3908-1215 FAX 03-3908-1253 
 
 

   分担金納入のお願い    
理事の皆様には、お元気でご活躍のことと存

じます。 
さて、本会は、各都道府県・自治体の研究会か

らの分担金により、全国大会の補助金(２５万

円)、生活科・総合教育だよりの年２回の発行（ホ

ームページ掲載により、印刷配布は１回）、理事

会開催等に関する経費を賄っております。 
各研究会におかれましては、様々な事情があ

ると存じますが、是非ともお早目の分担金納入

に格段の御配慮を賜り、下記までお振り込みく

ださいますようお願い申し上げます。 

 
記 

 

 

 

 

 

 

 

なお、分担金は一口１万円です。 

清

水 

会

長 

郵便局  記号  １００１０ 

     番号  ８９６８２８１１ 

名 称 全国小学校生活科・総合的な学習 

      教育研究協議会 

  

（問い合わせ） 担当 中村 敬子 

 

全国小学校生活科・総合的な学習教育研究協議会 

ホームページURL 
http://www.zenseisouken.net 
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